
様式７　授業改善プロジェクト アクション・リサーチのまとめ 英語教員指導力向上研修

氏名

41 名

3 時間

 クラスの様子・特徴

A 授業の観察 B　生徒による授業評価 C 学力データ

リサーチについての問合せ先：　

検証１

仮説・実践・検証

＊ＣＲＴ分析結果　２００６年２月実施「書くこと・
全国比１１６」が一番高く、一番低かったのが「聞
くこと・全国比９８」だった。＊ＮＲＴ分析結果　２
００６年４月実施　「聞くこと・全国比１０２」が一
番高く、「話すこと・全国比９１」が一番低かった。

研究の背景

リサーチ・クエスチョン

仮説１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⇒ 実践１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⇒

単位数（授業時数）

 研究対象（学年、クラス等） 生徒数

職場電話

　ペアの形もスムーズにでき始め、簡単な質問にはミスが少なくなり、＋αで答えようとする生徒が徐々に増えてきた。また、各々の活動が一区切りする度に、
成果や課題を書かせたが、各自の課題を具体的に見つけることができるようになってきたのも成果だと思われる。苦手な生徒も少しずつだが、単語テストを目
標に、継続した取り組みができた。小テストがきっかけとなり、英検にも挑戦し、自信につなげる生徒や「いろいろやって飽きなかった」という生徒もおり、少しずつ
だが興味・関心を持った生徒がでてきたことも成果の一つであると思う。

　語順を定着させる方法の一つとして、教科書の基本文ｗｒｉｔｉｎｇを挙げていたが実施できていないので、今後実施する予定である。また、教科書のＱ＆Ａも
取り入れ、今後も取り組んでいきたい。しかし、すぐに効果が現れるわけではなく、取り組みを継続させながら、苦手なものを少しでも克服できるように手助けし
ていきたい。どれもまだ不十分だが、生徒の意欲をなくさないように次へのステップにつなげていきたいと考えている。
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今後の授業改善の課題

実践２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒

問題の確定

予備調査

自信のない生徒は声が小さく、教科書にカタカナ
表記していた。音読練習の繰り返しで、飽きる
生徒や、ＡＬＴの発音などに従い、読める生徒は
一部だった。簡単なＱ＆Ａに答えられず、分かっ
ていても単語が分からず、書くことに時間がかか
る生徒も見られた。

英語に関するアンケート調査　（２００６．６月実
施）①英語が好き・普通　９８％　②英語が得
意・普通　６８％　③英語で一番苦手な分野
は？　書くこと２３名　話すこと１０名　④英語で
一番得意な分野は？　読むこと２０名　書くこと
１０名

　単元ごとに、小テストや観点別テストを行い確認し
た。１学期からの単語テスト(５問）を継続することで
語彙力の定着を図り、定期テストでも単語の一覧
表を設け連動させた。ＡＬＴのＤｉｃｔａｔｉｏｎ（Ｑ＆Ａの
ｗｒｉｔｉｎｇ・コミュニケーションプリント）や音読筆写を行
うことで、語順に対する認識を持たせた。また、習っ
た単語をできるだけ多く書き、正解率を競う単語
ゲームにも取り組み、語彙力の定着にも努めた。

　継続している単語テストでは、生徒には負担も軽
く、回を追うごとに満点が増え、「効果的だった・・」と
答える生徒もいた。しかし定着できない者もいたた
め、単語ゲームで更に語彙力の定着に努めた。Ｄｉｃｔ
ａｔｉｏｎや音読筆写で、文への語順を意識づけさせる
ことができた。Ｑ＆Ａのｗｒｉｔｉｎｇでは、簡単な質問には
ミスが少なくなったが、少し難しくなると文法ミスや空白
になることが多いため、継続の必要性を感じている。

　ｗａｒｍ-ｕｐで簡単な活動を取り入れれば（歌・ゲー
ムなど）英語に対する興味・関心を持ち、クラス全体
も発言しやすい雰囲気になるだろう。
　活動ごとに、生徒個人が目標規準の設定（音読
筆写の回数・単語テスト・Ｑ＆Ａ　ｗｒｉｔｉｎｇ・習った単
語の連続正解数など）をすることで、生徒たちは目
安になり、意欲を高めることにつながるのではないだろ
うか？

　ビンゴゲームや英語の歌・ｗａｒｍ－ｕｐゲームなど
を取り入れ、クラス全体が発言しやすい雰囲気づくり
に気をつけた。
　Ｓｅａｒｃｈ　Ｗｏｒｄ　Ｐｕｚｚｌｅやリスニングゲームで
は、授業の始めに集中させ、落ち着いた雰囲気をつ
くりたい時に行った。
　また、活動ごとに生徒自身が目標規準の設定を
行い、目標を目指して頑張るように意欲を持たせ
た。

　どの活動も、生徒は８割ぐらいは楽しくできていたよう
だ。リスニングやゲームでは、答えが分かっていても単
語が書けず、スペルミスがあった生徒もいた。Ｓｅａｒｃｈ
Ｗｏｒｄ　Ｐｕｚｚｌｅでは、問題以外の単語を見つけた
り、時間延長を要求するなど思ったより集中してでき
ていた。
　各々の活動の目標を立てることで目安となり、活動
後も生徒自身具体的な課題が見つかり、反省できて
いた。
検証２

　ペアワークの活動（リーディングなど）に取り組んでい
けば、声が出やすくなり、助け合いながら競い合い・
高め合うことにつながるのではないだろうか？
　また、継続して、簡単なＱ＆Ａ活動に取り組めば、
応答にも少しずつ慣れ、基本文の定着にもつなが
り、英文に対する抵抗がなくなるのではないだろう
か？

　ペアリーディングやシャドーイングなどを取り入れ、
リーディングの仕方を工夫した。授業の始めにＱ＆Ａ
活動のＳｐｅａｋｉｎｇを行ったり、５～１０分間教科書
の基本文をＱ＆Ａのプリントにし、できるだけアンダー
ラインの部分を変えて表現させ、自己評価させた。
１学期から実施し、２学期も継続して行った。
　また、基本文を声に出しながら、ｗｒｉｔｉｎｇする音読
筆写にも取り組んだ。

　リーディング方法の工夫で、何回も練習をすることが
できた。Ｑ＆Ａを繰り返す中で、簡単な質問にほとん
どの生徒が答え、＋αで答える生徒も多くなっていっ
た。工夫した答えが聞かれたり、どの生徒とも協力し
て男女ともにペア活動できるようになっていった。
　また基本文を音読筆写することで、文の語順が定
着し、並べかえ問題も少しずつ良くなってきた。
　定期テストの正答率は平均７７％の結果だった。

仮説２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⇒

研究の成果

 科目名 使用教科書名

全体的には、声も大きく学習意欲もある学年である。しかし、すでに英語に対する苦手意識を持ち、受け答えの際、声が小さく、うつむき加減で自信がない
表情の生徒もおり、格差が見られることが課題である。

英語が「好き」「普通」と答える割に、「得意」な生徒は少数であり、「書くこと・話すこと」に苦手意識を持っている生徒が多い。

生徒の興味・関心を持たせる授業の工夫～ペア学習を通して、基本文に対する応答文を書けるようにするにはどうすればよいか～書くことの苦手
な生徒たちに、教科書のポイントや内容を把握し、自信を持って書けるようにするためにはどうすればよいか？

仮説３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒ 実践３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒ 検証３
　定期的に、単元ごとの小テストや単語テストを行う
ことにより、語彙力が高まるのではないだろうか？
　また、継続的にＤｉｃｔａｔｉｏｎを実施し、英文に慣れ
させ、語順に対する認識を持つことで、正しく書く力
が身につくのではないだろうか？
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